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ドゥシャンベ市地形等 
 
ギッサール低地、ヴァルゾプ川がカファルニガン川に合流する地点にあり、夏は旱魃を起

こしやすく暑く、夏、秋、春には蒸発度が高く、降水は季節により大きく変動し、年間の

気温の変動も高い（マイナス 14～+42 度）。年間の降水量は 453-810ｍｍ。うち６５％は春

季に降雨。 
ヴァルゾプ川は市の中心部を流れており、左岸の地質は黄土層を含み沈下しやすく、右岸

は砂利、礫である。ドゥシャンベ市の設定上の地震活動度はリヒター尺度８－９である。 
市内の高低差は 200ｍ。 
 
水道事業は 1932 年に開始。最初の取水、浄水施設の能力は 1 万 6 千㎥/日。浄水場は水平

沈殿地、ブラシ(？)ミキサー、フロック形成室、照明（濁度低下用？）水平沈殿地、急速濾

過装置、500 ㎥の浄水池で構成。一次沈殿地から以降はポンプを使って水を送っていたので

浄水場はナポールナヤ（圧力）浄水場と呼ばれた。取水原はヴァルザプ川で市の上流１６

ｋｍの地点である。 
需要の増大により、サマチョーチナヤ浄水場が建設、1957 年に供用開始した。 
1972 年カフェルニガンポンプステーション（地下水）、1977 年ユーゴザーパドヌィ取水所

が供用開始。 
ドゥシャンベ市の給水は 4 つの取水所総生産力 52 万㎥/日で賄われており、内 2 つが表流

水で二つあわせた生産力は 12 万㎥/日である。 
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